
東地区自治振興会地域振興計画 

１ 計画の期間 

   令和４年度～令和 6 年度（３か年） 

 

２ 地区の現状 

東地区自治振興会は「 自ら考え、活気あふれるすみよい東をみんなの手で 」をテーマに掲げ、東

地区が元気で活力ある地域として発展できるよう、各部会が各事業に取り組んできました。また、学社融

合の推進により、年間を通じて世代を超えた交流の場を設けることができています。合宿通学、文化祭、

いこいのつどい、イルミネーション事業、冬遊フェスタ in ひがし等の事業などで地区民の和が広がってい

ます。 

しかし、市の中心市街地である東地区は、ドーナツ化現象はさらに進み高齢化率も高く、空き家が点

在し、若者の地域離れが進んでいます。さらに令和 2 年度からコロナウイルス感染症の拡大により集

合、対面、飲食を伴う事業が中止を余儀なくされ、交流事業は縮小しました。この状況を踏まえ、防災、

健康、福祉等に係る事業を展開し、安心・安全なまちづくりを推進しているところです。 

 

３ 地区の課題 

  （１）小学校、児童センターと隣接する強みを生かせる 

  （２）歴史・文化を背景とした伝統的建築物等の継承 

  （３）住宅や狭隘道路の除雪対策 

  （４）高齢化により要援護者も増える中で、自主防災組織のさらなる強化 

  （５）自治振興会を狙う若い人材の登用 

  （６）地区間連携の推進 

  （７）ウイズコロナの中での地域住民の居場所、交流の場を確保 

  （８）外国人も増加する中で共に生きる共生社会に向け取り組み 

  

4 地区の将来像、目標 

  （1）地区民が一体となって活動するまち 

  （２）地域の情報を地区内外に発信する広報活動 

  （３）安心安全に暮らし、自主的に助け合えるまち 

  （４）景観を保ち、きれいで住みやすいまち 

  （５）住民全体で支え合い、心豊かに暮らせるまち 

  （６）心身ともに健康で、活気あるまち 

  （７）郷土を愛する心をもち、地域の未来を託せる青少年の健全育成を図るまち 

  （８）郷土を愛し文化を継承するまち 

 

5 地区のキャッチフレーズ   「思いやり 助け合う 心ふれ合う東地区」 

 

６ 地区の基本方針  別紙 東地区自治振興計画体系表の「地区の基本方針」のとおり 

 

7 事業の実施計画  別紙 東地区自治振興計画体系表「実現するための事業」のとおり 

 




